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平
成
２０
年
度
決
算

７
件
を
審
査
・
認
定

今
回
の
定
例
会
で
は
、
５
名
の

議
員
か
ら
区
政
一
般
質
問
が
行
な

わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
２１
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
は

じ
め
と
す
る
区
長
提
出
議
案
等
２５

件
、
大
胆
で
き
め
細
か
な
雇
用
対

策
を
求
め
る
意
見
書
（
下
欄
参

照
）
な
ど
の
議
員
提
出
議
案
４
件

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
３
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（
件
名
の
下
の
分
は
意
見
の
分
か
れ
た
意
見
書
で
す
。各
会
派
の
賛
否
は
８
面
に
掲
載
）

大
胆
で
き
め
細
か
な
雇
用
対
策
を
求
め
る
意
見
書

我
が
国
の
経
済
は
若
干
の
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
厳
し
い
景
気
動
向
の
中
で
、
平
成
２１
年

７
月
現
在
、
雇
用
失
業
情
勢
は
有
効
求
人
倍
率
０
・
４２
倍
と
過
去
最
低
と
な
り
、
完
全
失
業
率
は
５・７
％
と
依
然
と
し
て
最

悪
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。
特
に
、
非
正
規
労
働
者
等
の
失
業
期
間
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す

る
た
め
、
前
政
権
下
に
お
い
て
、
政
府
は
平
成
２１
年
度
補
正
予
算
に
緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支
援
基
金
に
よ
る
支
援
事
業

を
計
上
。
３５
万
人
分
の
職
業
訓
練
機
会
の
確
保
や
３０
万
人
分
の
訓
練
期
間
中
の
生
活
保
障
な
ど
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き

な
い
非
正
規
労
働
者
・
長
期
失
業
者
の
方
な
ど
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
持
つ
仕
組
み
を
つ
く
り
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
を
中
心
に
し
て
総
合
的
に
推
進
し
て
き
た
。
す
で
に
、
基
金
に
よ
る
職
業
訓
練
や
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
金
の

申
請
お
よ
び
支
給
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
に
お
け
る
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
我
が
国
の
雇
用
情
勢
の
こ
れ
以
上
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
強
く
要
請
す
る
。
①
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
金
の
受
給
資
格
認
定
や
支
給
事
務
に
当
た
っ

て
は
、
対
象
の
失
業
者
が
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
な
い
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
、
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
職
業
訓
練
の
委
託
先
団
体
の
実
態
も
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
、
各
地
域
に
お
い
て
、
特
に
新
規
成
長
・
雇
用

吸
収
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
②
雇
用
調
整
助
成
金
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
・
零
細
事
業
者
の

経
営
実
態
を
踏
ま
え
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
積
極
的
な
対
応
を
行
う
こ
と
③
こ
う

し
た
業
務
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
体
制
の
全
国
的
な
整
備
に
努
め
る
こ
と

核
兵
器
廃
絶
へ
日
本
政
府
が
主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
の
準
備
委
員
会
は
５
月
６
日
、
来
年
５
月
の
再
検
討
会
議
の
議
題
に
、「
核

兵
器
の
全
面
廃
絶
に
対
す
る
核
兵
器
の
保
有
国
の
明
確
な
約
束
」
を
う
た
っ
た
２
０
０
０
年
の
再
検
討
会
議
の
合
意
文

書
を
踏
ま
え
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
運
用
見
直
し
を
含
め
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
合
意
し
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
４
月
５
日
に
プ

ラ
ハ
で
行
な
っ
た
演
説
で
、
核
兵
器
廃
絶
を
国
家
目
標
と
す
る
こ
と
を
初
め
て
明
示
す
る
と
と
も
に
、「
核
兵
器
を
使
用

し
た
こ
と
の
あ
る
唯
一
の
核
兵
器
保
有
国
と
し
て
、
米
国
は
行
動
す
る
道
義
的
責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
、「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
に
向
け
て
「
一
緒
に
な
っ
て
平
和
と
進
歩
の
声
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
世
界
の
諸
国
民
に
協
力
を

呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
５
月
５
日
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
準
備
委
員
会
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
オ
バ
マ
大
統

領
は
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
保
障
の
追
求
」
を
改
め
て
訴
え
、「
米
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
約
束
を
果
た
す
」

と
表
明
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
的
な
動
き
は
核
兵
器
廃
絶
へ
の
機
運
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
日
本
政
府
が
、
世

界
で
唯
一
の
被
爆
体
験
を
持
つ
国
の
政
府
と
し
て
、
来
年
（
２
０
１
０
年
）
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
核
兵
器
廃
絶
の

明
確
な
約
束
が
再
確
認
・
履
行
さ
れ
る
よ
う
に
主
導
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
�
飾
区
議
会
は
、
非
核
平
和
都
市

宣
言
を
議
決
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
求
め
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
政
府
が
核
保
有
国
を
は
じ
め

国
際
社
会
に
対
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
条
約
の
締
結
を
目
指
す
国
際
交
渉
を
開
始
す
る
よ
う
具
体
的
働
き
か
け
を
行
な
う
こ

と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

高
校
教
育
に
か
か
る
費
用
軽
減
を
求
め
る
意
見
書
分

教
育
費
は
、
低
所
得
層
の
世
帯
に
あ
ら
ず
と
も
家
計
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
都
の
「
都
民
の
く
ら
し
む
き
」

調
査
に
よ
れ
ば
、
高
校
生
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
１
カ
月
あ
た
り
の
消
費
支
出
は
、
平
均
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
り
、

「
子
ど
も
が
高
校
、
大
学
に
進
む
時
期
に
は
、
世
帯
主
の
収
入
で
は
家
計
を
支
え
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
分
析
し

て
い
る
。
高
校
生
を
持
つ
世
帯
の
教
育
に
か
か
る
費
用
は
、
都
立
高
校
で
は
、
一
般
的
な
学
校
で
１
年
間
に
授
業
料
１２
万

２
千
４００
円
に
加
え
、
修
学
旅
行
や
教
材
費
の
積
立
金
な
ど
１０
万
円
以
上
費
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
私
立
高
校

で
は
、
初
年
度
納
付
金
の
平
均
額
が
、
８６
万
円
に
も
の
ぼ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
都
立
も
私
立
も
教
科
書
代
や
学
用
品
代
、

制
服
や
体
操
着
、
通
学
の
交
通
費
、
部
活
の
費
用
な
ど
の
負
担
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
東
京
都
に
対
し
、
教
育
に
か
か
る
費

用
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
要
請
す
る
。
①
都
立
高
校
の
授
業
料
の
値
下
げ
②
私
立
高
校
授
業
料
軽
減
補

助
の
拡
大
、
及
び
そ
の
所
得
制
限
の
緩
和
。
私
立
高
校
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
授
業
料
減
免
制
度
へ
の
支
援
の
充
実
③

東
京
都
育
英
資
金
の
増
額
、
第
２
保
証
人
を
不
要
と
す
る
こ
と
、
予
約
枠
の
拡
大
、
返
済
の
一
定
年
収
に
達
す
る
ま
で
の

猶
予
な
ど
、
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
④
学
費
軽
減
諸
制
度
の
対
象
者
へ
の
周
知
徹
底
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